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ルール・ガイドラインはなぜ必要?
•研究者を「迷わせない」
•研究⽀援組織が「迷わない」

• 2025年(2年後)
「データポリシー策定率100%」
になると、「何ができるようになるか?」

•↑の実現に向けて名古屋⼤学はどう
「リーダーシップ」を発揮できるか?



名古屋⼤学の「リーダーシップ」!?

名古屋⼤学での経緯
• (2020)データポリシー制定
• (2021)データポリシーに沿った、
全学推進体制の構築

• (2022-)担当部署のミッションに
対応した、⽀援環境整備
• データリポジトリ整備
• データアーカイブ整備

• 公開情報
• ⾮公開情報

• 情報基盤整備
• ⼤規模ミッション⽀援

• ⼤規模プロジェクト
• 附置研データポリシー

• ...

X⼤学での進め⽅
• データポリシー制定
• 全学推進体制の構築
• ⽀援環境整備

• Act. a
• Act. b
• Act. c
• …

ノウハウの展開
• ⽂書・雛形の公開
• コンソーシアム形式
での情報交換
• プラクティスの収集
• セミナー開催

• コンサルティング
• ポリシー導⼊⽀援
• 組織整備PMO

「Good であれ Bad であれ Practice を実践できること」が不可⽋

データエコシステム事業
NII・理研・東⼤・阪⼤


